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体 験 

幼児期は知的・感情的な面や人間関係の面でも日々急速に成長する時期であ
り、幼児期における教育は将来、人間としての生き方を大きく左右する重要なも

のであると考える。 
本事業は、子ども達が人間と環境のつながりや関わり合いのバランスを認識

し、日常の生活の中で、自らの「発見」や「気づき」の感性を磨いていくことを
ねらいとし、また、幼児期から環境に対する興味・関心を高め、環境教育の原点
となる「ものの大切さ」「環境に配慮した生活習慣」を身につけることを目的と
する。 

保育所・幼稚園 ９月～１２月 

甲府市と山梨県立大学の保育士を目指している学生サークル『おはなしクラ
ブ』が協働し「地球温暖化」をテーマとした紙人形劇やクイズを行い「地球温暖
化」や「環境保全」に対して関心をもってもらう。 

ねらい 

概 要 

未就学児 １０人以上 対 象 人 数 

場 所 
時 期 

（季節） 
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山梨県立大学『おはなしクラブ』 
 
甲府市 環境部 環境総室 環境政策課 

℡ 055-241-4363  Fax 055-241-6190（共通） 
Email  kanseisaku@city.kofu.lg.jp 
 
 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイムスケジュール 

参加者負担費用 

持ち物 ・準備品 

３０分 

無料 

長机３台、マイク２～３本 

 ０分 ～  ５分  はじめのあいさつ 
 ５分 ～ １０分  地球温暖化についてのお話 
１０分 ～ ２０分  ペープサート（紙人形劇）・クイズ 
２０分 ～ ２５分  エコ・リサイクル・節電の説明 

２５分 ～ ３０分  おわりのあいさつ 

所要時間 

プログラム No.16 

実施団体 


